
２０２１年９月２９日 

「お客さま本位の業務運営に関する基本方針」に係る取組状況 

あぶくま信用金庫 

１. 【お客さまの最善の利益の追求】のために

・金融商品やサービスの提案にあたっては、お客さまとしっかり向き合いライフサイクル

やニーズ等をお聞きし、お客さまにふさわしい金融商品やサービスの提案を行います。

【原則６】 

・ご高齢のお客さまに金融商品やサービスを提案する場合には、当金庫のルールに従って、

お客さまの最善の利益が損なわれないよう、ご高齢のお客さまにふさわしい金融商品

やサービスが提供できるように対応いたします。【原則６】 

・当金庫は、お客さまの豊かな未来の実現のため、ライフサイクルに応じた金融商品の提

案を行うとともに、経済環境や市場動向を踏まえた適切な情報提供に努めます。 

【原則５】 

・お客さまにご負担いただく手数料について、透明性を明確にし、分かりやすい説明に努

めます。【原則４】 

・複数の金融商品・サービスをパッケージとして販売・推奨等をする場合は、個別に購入 

することが可能であるか等をお客さまに示すとともに、パッケージ化する場合の、お客 

さまにとってのメリット・デメリット等の情報提供を行い、お客さまに合った提案を行 

います。【原則５・６】 

・金融商品の組成に携わる場合には、商品の組成に当たり、商品の特性を踏まえて、どの 

ようなお客さまにふさわしい商品か特定・公表いたします。【原則６】 

【取組状況】 

・当金庫では、2017年 12月に「お客さま本位の業務運営に関する基本方針」を制定し、

以降事業年度ごとに取組状況を公表しております。 

・2018年 1月より「つみたてＮＩＳＡ」の取り扱いを開始し、「つみたてＮＩＳＡ」専用

の、理解しやすい 6商品を取扱っております。 

・当金庫は、「お客さま本位の業務運営に関する基本方針」に基づき、お客さまにとって最

適な商品やサービスをわかりやすく比較提供することを心がけており、特定の商品やサ

ービスに偏った販売は行っておりません。 

・お客さまの豊かな未来の実現のために、つみたてＮＩＳＡなどを活用した毎月積立型の

「定時定額」の推進に重点をおいております。 



 

 

２. 【利益相反の適切な管理】のために 

・当金庫は、金融商品の販売に際して受け取る手数料などの報酬をお客さまにご理解いた

だけるようわかりやすく開示することに努め、手数料を優先した商品の販売・提案は行

いません。【原則４】 

・お客さまとの間に利益相反が発生するような事案については、別に定める「利益相反管

理方針兼管理規程」および「顧客説明管理規程」に基づき、適時適切に管理してまいり

ます。【原則３】 

 

 

【取組状況】 

・商品内容や重要事項の説明には、主に各運用会社等の作成した資料（目論見書等）

を使用しています。これらの資料は、各社で考慮された表記方法により重要な事項

が強調され、分かりやすく表示されています。 

 

・ご高齢なお客さまに、当金庫で販売可能とした金融商品を販売する際は、当金庫内

のルールに則して取扱うことにしております。80歳以上のお客さまへの販売の場合

は、別途チェック項目を設定し、販売商品が適当である等確認しております。 

 

・現在、当金庫では特定の商品のパッケージ販売は行っておりませんが、実施する場

合には通常の取引以上に十分な情報提供をし、お客さまに合った提案を行います。 

 

・現在、当金庫はリスク性商品の組成を行っておりませんが、今後、商品の組成に携

わる際には、想定する顧客属性等を特定・公表する等の対応を行います。 

 

【取組状況】 

・当金庫は投資信託販売時、目論見書、目論見書補完書面にて商品内容を説明する

とともに、販売時やその他にかかる手数料について丁寧にご説明いたします。 

 

・投資信託等、お客さまから何らかの手数料をいただく商品については、期待され

るリターンとリスク・手数料について適切な説明を行うよう徹底しております。 

 

・投資信託に係る各種手数料は投資信託ラインナップに詳細な説明を掲載しており

ます。加えて、ファンドごとの手数料率も一覧で比較可能となっています。説明

方法についても、適宜指導を行っています。 



３. 【お客さま本位の業務運営を実践していく体制整備】のために

・「お客さま本位の業務運営」を実施・定着させていくために、職員に周知徹底してまい

ります。【原則７】 

・当金庫は、職員に対しお客さまの最善の利益を追求するとともに、誠実・公正な提案が

できるよう教育や研修を行い専門資格の取得を奨励し、お客さまに良質なサービスを

提供できる人材の育成に取り組んでまいります。【原則６】 

４. 【お客さま本位の業務運営の実施状況開示】のために

・当金庫は、「お客さま本位の業務運営に関する基本方針」の実施結果として、共通 KPI

に加え、当金庫の自主的な KPIの公表を定期的に行ってまいります。 

・開示指標の公表、本方針・管理体制の見直しについては毎年見直しのうえ、必要があ

れば改正します。 

・開示方法は、ホームページ等にて行います。 

以上 

（２０２１年９月２９日一部改正） 

【取組状況】 

・当金庫では、お客さまの資産形成に資するファイナンシャル・プランニングの資

格取得を推奨しており、有資格者は、1級・2級併せて 54名となりました。 

・営業店の業績評価や個人表彰制度に、投資信託の毎月積立型「定時定額」（つみた

てＮＩＳＡ）の項目を設定し、特定の商品販売に偏った推進や、過度な手数料収

入に傾注した営業活動にならないようにしております。 

・お客さまへの金融商品を販売する際には、各金融商品の本部専門部署と連携し、

営業職員と連携し、お客さまへ最適な提案・アドバイスを行える体制を整えてお

ります。 



2021年 9月 29日 

預かり資産業務に係る成果指標（共通 KPI）は以下のとおりです。 

1. 【共通 KPI】運用損益顧客比率

 当金庫で投資信託を保有しているお客様の運用損益状況を、運用損益率区分ごとに表示しています。

運用損益率がプラス（0％以上）のお客様は約 96％でした。 

基 準 日 ：2021年 3月末時点 

運用損益  ：基準日時点の評価金額+累計受取分配金額（税引後）+累計売却金額－累計買付金  

額（販売手数料（税込）を含む） 

運用損益率 ：上記運用損益を基準日時点の評価金額で除して算出 



 
 

2. 【共通 KPI】投資信託預かり残高上位 20銘柄のコスト・リターン／リスク・リターン 

当金庫の投資信託の残高上位 20銘柄について、コストやリスクに対するリターンを表示して

います。残高上位 20銘柄の平均コスト 1.75％、平均リスク 13.21％に対し、平均リターンは 4.90％と

なりました。 

投資信託預かり残高上位 20銘柄のコスト・リターン 

 

 

残高加重平均値 
コスト リターン 

1.75％ 4.90％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

投資信託預かり残高上位 20銘柄のリスク・リターン 

 

 

残高加重平均値 
リスク リターン 

13.21％ 4.90％ 

基 準 日 ：2021年 3月末時点 

対象ファンド：投資信託の預かり資産残高上位 20銘柄（設定後 5年以上） 

コ ス ト ：（販売手数料÷5）+信託報酬（年率） 

リターン  ：過去 5年間のトータルリターン（年率換算） 

       騰落率算出の際に用いる基準価額は分配金再投資後（税引前）の基準価額を使用 

リ ス ク ：過去 5年間の月次リターンの標準偏差（年率換算） 

       騰落率算出の際に用いる基準価額は分配金再投資後（税引前）の基準価額を使用 

※上記は将来における当金庫の取扱の投資信託のリターン、リスクを示唆、保証するものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 



当金庫の投資信託の残高上位 20銘柄は以下の通りです。（2021年 3月末時点） 

No. ファンド名 運用会社 

1 しんきんＪリートオープン（毎月決算型） しんきんアセットマネジメント投信 

2 しんきん３資産ファンド（毎月決算型） しんきんアセットマネジメント投信 

3 ＤＩＡＭ高格付インカム・オープン（毎月決算コース） アセットマネジメントＯｎｅ 

4 ダイワ・バリュー株・オープン 大和アセットマネジメント 

5 三井住友・グローバル・リート・オープン 三井住友ＤＳアセットマネジメント 

6 新光ＵＳ－ＲＥＩＴオープン アセットマネジメントＯｎｅ 

7 三井住友・ニュー・チャイナ・ファンド 三井住友ＤＳアセットマネジメント 

8 しんきんグローバル６資産ファンド（毎月決算型） しんきんアセットマネジメント投信 

9 しんきんインデックスファンド２２５ しんきんアセットマネジメント投信 

10 ノムラ・ジャパン・オープン 野村アセットマネジメント 

11 しんきん世界好配当利回り株ファンド（毎月決算型） しんきんアセットマネジメント投信 

12 グローバル・ヘルスケア＆バイオ・ファンド 三菱ＵＦＪ国際投信 

13 ＪＡＳＤＡＱオープン 三菱ＵＦＪ国際投信 

14 ニッセイ／パトナム・インカムオープン ニッセイアセットマネジメント 

15 しんきん好配当利回り株ファンド しんきんアセットマネジメント投信 

16 グローバル・ソブリン・オープン（毎月決算型） 三菱ＵＦＪ国際投信 

17 しんきん好配当利回り株ファンド（３ヵ月決算型） しんきんアセットマネジメント投信 

18 ユナイテッド・マルチ・マネージャー・ファンド１ ファイブスター投信投資顧問 

19 三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ・インデックスファン

ド（為替ノーヘッジ型） 

三井住友ＤＳアセットマネジメント 

20 ＤＩＡＭオーストラリアリートオープン アセットマネジメントＯｎｅ 

※設定後 5年以上 



2021年9月29日

「お客さま本位の業務運営に関する基本方針」にかかる成果指標の公表について

投資信託・公共債・保険等の商品をご用意し、お客さまの資産形成ニーズに対

応しております。（2021年3月末現在）

あぶくま信用金庫は、すでに制定・公表しております「お客さま本位の業

務運営に関する基本方針」にかかる成果指標について公表いたします。

当金庫の自主的な成果指標に加え、「投資信託の販売会社における比較可能

な共通成果指標」を公表いたします。

基本方針に基づく具体的な取組状況につきまして、お客さまにわかりやすく

確認いただけますよう公表してまいります。

役職員全員が、今後も「お客さま本位の業務運営に関する基本方針」に基づ

きお客さま本位の業務運営に取り組んでまいります。

当金庫における自主的な成果指標



長期的な資産形成ニーズに対して、長期・分散に資する運用方法としてＮＩ

ＳＡ制度の活用をご提案しております。

お客さまから安心して相談していただけるよう、専門資格の取得を奨励してお

ります。




